
２．平時の業務だけでも手一杯なのに、災害時
の準備まで手がまわらない

（１）自分と家族の個別避難計画を考える

日中、仕事中の災害だったら、子どもはどうするか？ 家の中の安全、備蓄２週間

デイサービスに行っている老親（保育園に行っている幼児）はどうするか？

何日、帰らずにすませられるか？ （常備薬は手元にあるか？ 近所で一緒にいて
くれる人はいるか？）

（２）近隣の同業者にどうしているか聞く、手分け・協力して考える・訓練する

近隣同業者・少し離れた同業者・姉妹都市同業者で防災チームを作る

他の会議のついでに、災害準備の意見交換をする（事前、事後、休憩中）

（３）既存の行事と防災をドッキングする（次のスライド）

37



（３）既存の行事と防災をドッキングする

•散歩 → 防災まちあるき

•お祭り → 受付、お土産配布、座席配置、お土産に防災
パンフを入れる

•朝会 → 週１回（月１回）は防災の話題

38



朝会などで取り上げる話題の例

• ３１１の時など、職員の被災体験を３分トーク x２人

• もし「今」「＊時に」「夜」、大地震が起きたら何をするか、何に困る

かを ５分ペアで意見交換

•最近、聞いた見た読んだ 災害関係の話題の紹介（３分トーク）

•防災マニュアル（例えば、スライド３４のオレンジ○の資料(在宅

片））を、３分一緒に読み、２分意見交換する。「この事業所では、具

体的に、どうしたらいいか？」

→ やりっぱなしにしないで、記録して共有（簡単なメモでいい）

39



災害時に障害者は何に困り、どう対処したか？
アクセシブルな（障害があっても読める）マニュアル作成
→ 障害者が防災訓練に参加する方法

https://itunes.apple.com/app/mamoru-pack/id983651026
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https://www.mhlw.go.jp/stf/seisakunitsuit
e/bunya/0000123603.html

日本自閉症協会HP
震つなHP

私たちが命を守るためにしたこと
2019年台風19号、障害者施設〝け
やきの郷〟の記録ジーニアス社、
2021.

WHOへの報告書「障害インクルーシブ防災 日本の経験」（日英）
総論・東日本大震災（石巻）・熊本地震（福祉避難所・熊本学園大学・外部からの支援）
令和元年東日本台風（川越）・大分県別府市・宮城県立女川高等学園（ぼうさい甲子園グランプ
リ）
http://www.rehab.go.jp/whoclbc/activity/

https://mhlw-grants.niph.go.jp/system/files/2014/143111/201419006B/201419006B0004.pdf
～B00006.pdf など厚労科研成果データベース「H24-26障害者の防災対策とまちづくりに関する研究（北村弥生）」

（株）東映 72,600円（学校価格 36,800円）
https://www.toei.co.jp/edu/lineup/pr
evention/1227067_2441.html 
から解説書ダウンロード可（概要と個別避難計画
作成会議の持ち方）

http://www.rehab.go.jp/disaster_supp
ort/ ツール | 震災がつな

ぐ全国ネットワーク

（震つな）

(shintsuna.org)

テキストファイル版

DAISY版（音声読

み上げする電子図書）

https://mhlw-grants.niph.go.jp/system/files/2014/143111/201419006B/201419006B0004.pdf
https://mhlw-grants.niph.go.jp/system/files/2014/143111/201419006B/201419006B0004.pdf
https://mhlw-grants.niph.go.jp/system/files/2014/143111/201419006B/201419006B0004.pdf
https://mhlw-grants.niph.go.jp/system/files/2014/143111/201419006B/201419006B0004.pdf
https://www.toei.co.jp/edu/lineup/prevention/1227067_2441.html
https://www.toei.co.jp/edu/lineup/prevention/1227067_2441.html
https://www.toei.co.jp/edu/lineup/prevention/1227067_2441.html
https://www.toei.co.jp/edu/lineup/prevention/1227067_2441.html
https://www.toei.co.jp/edu/lineup/prevention/1227067_2441.html
https://www.toei.co.jp/edu/lineup/prevention/1227067_2441.html
https://www.toei.co.jp/edu/lineup/prevention/1227067_2441.html
https://www.shintsuna.org/tools/
https://www.shintsuna.org/tools/
https://www.shintsuna.org/tools/
https://www.shintsuna.org/tools/
https://www.shintsuna.org/tools/
https://www.shintsuna.org/tools/
https://www.shintsuna.org/tools/


国リハ発達障害情報支援センター

41

• 支援者（消防等）編

• 家族＆本人編

本人用を作成中



ペアワークの課題例

◆想定：「今週の火曜日のシフト・業務中に、
14:30に震度６強の大規模地震があなたの職場で観測
されました。ただちに、停電・断水・ガス停止、公共交通
機関停止・通信不調となりました。

2025@YayoiKitamura 42



１）災害発生日には、何人の利用者・職員が、あなたの職場に泊ると思いま
すか？
・公共交通機関が停止するので、徒歩であなたの自宅まで何分かかります
か？(google mapの経路で調べてください）
・飲食料、トイレ凝固剤は職場に何人何日分ありますか？
・寝具は何人分ありますか？ どこで寝具を使えますか？
（個人ワーク２分＋ペアワーク５分）
※ 事前に、利用者・家族に見込みを調査することはできますか？

自宅まで徒歩 分、利用者 名、職員 名
飲食料 名分、トイレ凝固剤 回分、寝具 人分
寝る場所（検討済み、未検討、絶対足りない、その他 ）
事前調査（済、できる、難しい：理由 ）

ペアワークの記録
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２）公共交通機関が復旧するまで間（はじめの３日～７日間）、ゆっくり、利
用者のお迎えが来ると見込まれます。お迎えに来られない人もいるかもし
れません。何人、帰れないかは、あなたの職場の実情で予想してください。
この間、あなたは、通勤をどうしますか？帰れない人見込み 人
（個人ワーク２分＋ペアワーク５分）

□職場に泊りこむ
□毎日徒歩（自転車・バイク・車）で通勤する（車では通常の３倍の時間が
かかります。ガソリンを入れるのに３時間待ちです。）
□家で待機（地震の後片付け、休校中の子ども・休業中の親の世話）
□近くの関連施設・避難所に応援に行く
□その他

ペアワークの記録
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本当はルビをつけたいのですが、
ちょっと、力つきました。 45



例：どんな製品があるかの情報交換も有効。箱入りもあります。

46



３）２週間たち、公共交通機関が、かなり復旧しました。余震で時々、停止し
ますが、災害前の方法と時間で、概ね通勤できそうです。職場も、できる
だけ、元の事業体制を再開したいと思います。あなた自身と事業所につい
て、通常と違うこととして想像されることを上げてみてください。（個人
ワーク２分＋ペアワーク５分）

□家で待機（地震の後片付け、休校中の子ども・休業中の親の世話）
□日用品入手等に時間がかかる：利用者の日用品入手についての情報収
集・補助
□自宅について地震後の修繕依頼・事務手続きをする：事業所について同
じ：利用者について同じ
□自宅は被害が大きいので避難（所）生活が続く：事業所の代替え活動場
所を探す：避難所生活が続く利用者は 人
□職員・利用者の家庭の被災状況（生命・健康・薬・住宅・水・電気・ガス・心
理・協力者）を調べ、事業再開の参考にする
□その他 47



３）ペアワークの記録
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•同じことは、職場で２人からできますので、気軽にで
きるところから始めてみてください。話したままにせ
ず、記録を、周囲と共有することで、知見の蓄積や次
にすべきことの明確化につながります。

•「夜中に大規模地震が起った時に、どうするかを職
場で決めているか」は、次に、試してみてください。

•スライド４の場合以外にも、事業所の特性に応じて、
「仕上がった製品の配達で外出時」「往復」等もある。

•共有の場としては、タイトル頁のQRコードもお使い
ください。
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お勧め本・機会

50

・清水宣明著 「保育施設の災害対応ガイドブック」 中日新聞社２０２４ 1540円

・各都道府県のDWAT隊員への登録

（例：東京都研修、事前研修動画）https://www.tcsw.tvac.or.jp/saigai-nw/dwat_seminar.html

・各自治体の災害ボランティアへの登録

・NHK 明日をまもるナビ 日曜日 10:00-10:45

最新情報をわかりやすく解説

・まねっこ防災（矢守克也ら）で検索して、先行事例を「まねっこ」する。出典は書きましょう。

・避難所開設キット（文京区：古いがおおもと的）、避難所運営マニュアル、ファーストアクションカード（世田谷

区：新しく練られている）

・災害ボランティアNews東京 月一回メールで配信（各種研修、多自治体でも受講可能）

申請：東京都災害ボランティアセンター アクションプラン推進会議

事務局 東京ボランティア・市民活動センター 加納・森（淑）

TEL 03-3235-1171／saigai@tvac.or.jp

・一般的な防災知識のアップデート

社協の研修、自治体の災害ボランティアの研修(情報を得る、人脈を広げる）

DWAT,DMAT登録（研修）

https://www.tcsw.tvac.or.jp/saigai-nw/dwat_seminar.html
https://www.tcsw.tvac.or.jp/saigai-nw/dwat_seminar.html
https://www.tcsw.tvac.or.jp/saigai-nw/dwat_seminar.html
mailto:saigai@tvac.or.jp


「新ノーマライゼーション」 連載：当事者主体の災害準備

• 2024年3月号 浦河べてるの家の津波避難訓練
https://www.dinf.ne.jp/japanese/prdl/norma/n494/n494006/

• 2024年5月号 自立生活センターの自主広域避難 
https://www.dinf.ne.jp/japanese/prdl/norma/n496/n496010

• 2024年7月号当事者主体の災害準備-特別支援学校高等部で防災を主体的に地域
と共に学ぶ  
https://www.dinf.ne.jp/japanese/prdl/norma/n498/n498006/

• 2024年9月号 自立生活センターの自主広域避 ２
https://www.dinf.ne.jp/japanese/prdl/norma/n500/n500005/

• 2024年11月号 自立生活センターの自主広域避 ３ 
https://www.dinf.ne.jp/japanese/prdl/norma/n502/n502006/

• 2025年1月号 能登半島地震で遠隔避難高齢者を迎えた家族の経験2023@北村弥生 51

https://www.dinf.ne.jp/japanese/prdl/norma/n498/n498006/
https://www.dinf.ne.jp/japanese/prdl/norma/n500/n500005/


• 2025年3月号 能登半島地震でのDWATの活動

• 2025年５月号 DWATの平時の活動例

• 2025年７月号 東松山市の取り組み、

• 2025年９月号 石巻の知的障害者事業所による能登半島地震への支援

• 2025年11月号 東松山市の福祉避難所訓練

• 2026年１月号 精神障害者の災害時の課題と準備 山田悠平（ポルケ）

• 2026年３月号 自立生活センターでの災害経験と準備１：オンラインプログラム 自
立の魂。 

• 2026年５月号 自立生活センターでの災害経験と準備２：宿泊プログラム 自立の
魂。 

2023@北村弥生 52



富士山噴火への準備
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• 30cm降灰で家屋がつぶれる → 避難指示

55

降雨時3mm 以上の降灰で碍子( がいし: 電線等を支える器具) の絶縁低下による停電が発生。 数cm 以上の降灰で火力発電所の吸

気フィルタの交換頻度の増加等による発電量の低下。 電力供給量の低下が著しく、 需要の抑制や電力融通等の対応でも必要な供給力が
確保できない場合は、 停電に至る。 噴火直後には利用者増による電話の輻輳が発生。 降雨時に、火山灰が基地局等の通信アンテナに付
着すると、 通信を阻害。
広域降灰対策の検討状況について - 気象庁
www.jma.go.jp/jma/kishou/shingikai/kentoukai/2025kouhai/01/02-1.pdf



２週間に積もる最大深

56

ここに文字を入力



【降灰危険地域居住者への一般的注意】

①マスク・ゴーグルなどの準備（コンタクトレンズははずす）、

②エアコン・給湯器等の室外機にカバーをかける、

③火山灰を屋内に侵入させないための対策（通気口を閉める、24時間換気家屋はハウスメー
カーに通気口の位置を確認する）、

④東京都または国がインターネットや携帯電話で配信する降灰注意報を知る、

⑤降灰ハザードマップで自宅・職場等の降灰の厚さを確認する、

⑥地域の防災訓練・防災事業に近所も誘って参加する、

⑦降灰の屋外清掃時に注意する（水で固まり配水管が詰まることがある、別に厚い袋に回収す
る）、

⑧ペットは屋内退避、降灰時は散歩を控えるが注意されている。

【要配慮者に対して】

①（定常的に医療や介護サービスが必要な人は）早い段階で医療機関を受診可能な地域に移動
すること、②物資・燃料を多めに備蓄すること（一般には２週間の備蓄） 57
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【私の場合】噴火のニュースを聞いたら、

・ベランダの室外機・排気口にラップとゴミ袋（90ℓ厚いタイプ）をかけ、ガムテープで留
める。

・ベランダの床に新聞紙とゴミ袋（厚）を二重に敷きつめ、周囲をガムテープで留める。

・カーテンを締める。

・持出リュックを持って、仙台または金沢に避難する。

・家族が集合するホテル情報は家族LINEのノートに入れておく。

・実家の鍵、夫の実家の鍵（石川県）を持つ。

・噴火が小規模で降灰の影響が小さければ、直ちに帰宅する。

・屋外用ほうき、室内用ほうき

・厚手のゴミ袋（ゴミ袋２重＋新聞紙）、小さなじょうろ

★都内に住む長女に孫が生まれたら、「てんでんこ」と言えるか？

世田谷区に外出中に噴火したら、自宅に立ち寄るか？
60
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